
人吉市行財政経営指針（概要版）
◆限られた資源を最大限に活用し行政・公共サービスを確保する「経営」の視点
◆「行政のあり方を変革」し、「行政・公共サービスの質の向上」と共に「経費削減」に取り組む
◆「めざす姿」と「取組の柱」を軸に、取り組みを段階的に進める

基本的な考え方

Ｒ６（２０２４）年度～Ｒ９（２０２７）年度
【４年間】

推進期間

推進体制

指針の位置付け

◆業務のやり方の変革・組織体制などの「仕組み」を変える
取組と連動した経費削減の実現
◆公共施設の更新等は、組織内連携・あり方を「量」から
「質」へ転換・民間活力の活用で確実に推進

◆人口減少・変化の激しい社会においても安定的・持続的・効
率的・効果的な行政サービスを提供
◆業務効率化・安心して業務を執行できる体制づくり・働きや
すい職場環境づくりに取り組む

◆利用者起点を基本とし、行政・公共サービスの質の向上
◆市民ニーズに合わせたサービス提供で効率性向上・コスト削
減を実現
◆取組を効果的に進めるため、デジタル技術や民間活力を活用

「限られた多様な地域資源を有効に活かし、利用者起点の良質な行政・公共サービスが、持続可能な形で提供されている人吉市役所」

利用者起点の行政・公共サービス 持続可能な行財政経営
柱
３

信頼される行財政経営
柱
２

自治体ＤＸの推進

①利用者起点で利便性の高い行政サー
ビスの提供

取組の方向性

◆「行かせない」「待たせない」
「迷わせない」「書かせない」窓口
の実現
◆行政運営の簡素化や効率化により
職員の業務負担軽減

主な取組内容

利用者起点の窓口改革／マイナンバー
カードの利用促進／電話問合せの負担
軽減／定期的な市民アンケートなどの
実施

②職員が職員の担うべき業務に
注力できる体制構築のための業
務改革

取組の方向性

◆業務プロセスの見直し・デジ
タルに沿ったやり方に変えるこ
とで職員の事務作業からの解放
を図る

押印見直しの徹底／業務プロ
セスの見直し／ＡＩ等の利用
促進による業務効率化の取組

働き方改革と人材育成

◆柔軟な働き方・働きやすい環境
を整え、人手不足の中でも選ばれ
る市役所を目指す
◆急速なデジタル化や社会変化に
対応できる職員の資質・専門性向
上等の人材育成に取り組む

「人吉市人財育成基本方針」の見直
し／柔軟な働き方と働きやすい職場
環境の推進／定期的な職員アンケー
トや意見交換の実施／各種職員研修
の充実

公共施設マネジメントと公民連携の推進

◆公共施設等の適正維持・管理・利用者の
利便性向上に取り組む
◆公共施設等は機能に着目し適正配置・エ
リア価値を生み出すまちづくりの視点で再
編
◆行政主導の発想を転換、公・民が対等な
立場で連携するため、制度や仕組みを整備

公共施設（ハコモノ）の包括施設管理業務
委託の検討と実施／公民連携の推進／利用
しやすい交流等の場としての市役所の運用

業務執行体制の強化

◆職員が安心して効率・有効的に
業務を進め、組織本来の目的を達
成するため組織内ルールや仕組み
を改善
◆条例や規則、非合理で非効率な
ルールや仕組みを見直し内部事務
の合理化に取り組む

内部共通事務の合理化／各種マ
ニュアルや事務手順書等の充実と
整備及び共有

重点的取組
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